
納期の遵守を徹底するには、目標とする生産スケジュールを設定し、装置の稼
動率を最適化し、リソース・プランニングを実行してそれらを維持管理する必
要があります。しかしそれは容易なことではありません。Applied Real-Time 
Dispatcher (RTD)は、製造工程に必要な資材のスケジューリング、再スケジュー
リング、予測および事前配置を行うことで、装置の稼働率を最適化して生産スルー
プットを向上させ、回答した納期の厳守を可能にするためのソフトウェアです。

現場の判断と全体的な利益の両立

FIFOや数学的モデルではツールのアベ
イラビリティの変化に十分な対処がで
きなくなったとき、解決策となるのは
リアルタイム・ディスパッチングです。
Applied RTDを利用すれば、製造現場
のスタッフがミッションクリティカル
なロジスティックスのためのカスタム・
ルールを開発できます。RTDは、プリ
ステージングの指示、ロットのリリー
ス、製造装置に対する負荷バランスの
調整を行い、「次に何を、どこで、いつ」
行うかのルールを示すことで、ウェハ、
キャリア、製造装置、および要員の稼
働率を改善します。RTDは分散構造に
なっているので、ディスパッチング決
定時の負荷がMESのパフォーマンス
におよぼす影響を最小限に抑えられま
す。生産計画担当者は、RTDを使用す
ることで、ディスパッチングの決定を
最適化し、資産活用率を向上させ、そ
の結果、投資利益率 (ROI) と収益性を
高めることができます。

ルールに基づくディスパッチング

RTDの大きな強みは、ボトルネック
となる問題を克服し、お客様の「ホッ
トロット」を工場内で迅速に進める能
力を備えている点です。ルールは極め
て柔軟に設定でき、複数の判断基準
を含めることも、工場内のあらゆるエ
ンティティの動的な状態を参照するこ
ともできます。セットアップ、優先順
位、リソース配分、納期、複雑なツー
ル・オペレーションなどの判断基準を、
RTDルールに組み込むことができま
す。メモリに常駐のルールは効率的に
構造化されているので、非常に複雑な
工程でも最適な経路を決定してキャリ
アの移動を迅速化できます。

継続的な改善を可能にするルールの作成

RTDを使用することにより、ユーザ
は重要な知的財産権を運転上の生産
ディスパッチ・ルールに組み込み、継
続的な改善を図ることができます。装
置およびツールの複雑なスケジューリ
ング問題も、離散事象シミュレーショ
ンでルールのテストと検証を行うこと
により解決できます。新しいルールの
適用や既存ルールの改善も、RTDな
らルール・ベースの柔軟な設定環境を
利用して簡単に行えます。RTDの一
貫したルール策定の実践は、ユーザが
ルールを継続的に改善し、ハイ・ボ
リューム・パフォーマンスを達成でき
るように支援します。

生産ラインの最適化ソリューション

製造現場では、予期せぬ在庫、要員、
生産上の問題など、頻繁に発生する想
定外のイベントにより、日程計画が瞬
く間に無効になることがあります。一
般的なスケジューリング・ツールでは、
オペレータや生産管理者が変化にすば
やく対処できません。RTDなら、ユー
ザ定義のビジネス・ルールと生産基準
によって複雑な生産スケジュールを最
適化できます。RTDのパワフルな最適
化スケジューラは、こうした問題を解
決することで、サイクルタイムおよび
サイクルタイムの変動を最大で45%
圧縮し、スループットを最大で15%
向上させられるようユーザを支援しま
す。また、1台の中央サーバに追加の
ディスパッチャーを収容することがで
きるので、ディスパッチング能力の拡
大ニーズを満たすことができます。
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生産計画担当者は、RTD を使
用することで、ディスパッチン
グを最適化し、資産活用率を向
上させ、その結果、ROI と収益
性を高めることができます。

特長

 •   生産計画の更新に
リアルタイムに対応

• 納期の遵守能力を最適化
• ボトルネックの緩和
•  全体的なサイクルタイムの
短縮

• サイクルタイム変動の低減
•  生産歩留まりと
生産スループットの向上

•  あらゆるツールについて
一貫したディスパッチング
を実現
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R T D は 、 A p p l i e d 
FACTORYworks3® MES と
連携させることで、製造実行を
改善するパワフルなソリュー
ションをオペレータに提供しま
す。

データ・インテグレーションとストレージ

Applied RTDは、生産アプリケーショ
ン、資材管理アプリケーション、およ
び品質アプリケーションなどとインテ
グレーションできます。RTDは、必要
な情報をインターセプト、フィルタリ
ング、コピーするテクノロジーによっ
て、高速でテンポラルな (時間属性を
持つ )レポジトリに複数のソースから
データを収集します。テンポラルなレ
ポジトリ・データベースは、製造上の
問題を分析したり問題の発生を防いだ
りするために、履歴データへすばやく
アクセスする機能を提供します。この
データベースは、ディスパッチング決
定の一環として、生産レポーティング、
装置稼働率の管理、およびウェハ/ロッ
ト /バッチのリリースを行う際の共有
のイメージとして使用されます。

MESとのインテグレーション

RTD は、Applied FACTORYworks3
® MESと連携させることで、製造実行
を改善するパワフルなソリューション
をオペレータに提供します。また、オ
プションのRTDインターフェイス開発
キット (IDK) を使用すれば、ユーザが
カスタム・アダプタを設計・実装する
ことにより、PROMIS、Workstream、
SiViewおよびFAB300など他の製造
実行システムからのデータを統合でき
るようになります。

統合したシステムからのディスパッチ
決定情報は、MES内の生産計画画面
に表示されます。

RTDスィートの主要モジュールは次
のとおりです。

 •   RTD ‒ リアルタイムのディスパッ
チングを実現します。

 •   APF Reporter ‒ レポート機能を提
供します。

 •   Activity Manager for Reporting ‒ 
高度なレポート・スケジューリング
機能を提供します。

RTD には次のコンポーネントが含ま
れています。

 •   Dispatcher Preview ‒ ルールをテ
ストするためにMESディスパッチ
画面をエミュレートします。

 •   Dispatcher ‒ ルールの実行を割り
当て、ディスパッチ・リストを表示
します。

 •   APF Repository ‒ テンポラル・
データへのアクセスを可能にする
データ・ストレージ・エンジンです。

 •   Application Adapters ‒ 既 成 の
データ・アダプタです。

RTDはアイコンをドラッグ・アンド・ドロップで操作するフォーマッタを
使用しているので、ディスパッチング・ルールを容易に定義できます。

アプライド マテリアルズ ジャパン株式会社
AGS事業部　Manufacturing Automation Services
本社｜〒108-8444　東京都港区海岸3-20-20　ヨコソーレインボータワー　　TEL：03-6812-6800（大代表）

新横浜サービスセンター（旧BrooksSoftware）｜〒222-0033 神奈川県横浜市港北区新横浜2-14-27 新横浜第一ビルディング6F TEL：045-477-3710　FAX：045-477-3711
名古屋サービスセンター（旧BrooksSoftware）｜〒460-0011 愛知県名古屋市中区大須4-1-70 TKHビル7F   TEL：052-238-2801　FAX：052-238-2802

日本語URL｜http://www.brookssoftware.jp　　英語URL｜http://www.appliedmaterials.com
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